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H 意志の概念の三契機(~ 5-7) 
ヘーゲルは意志論を展開するにあたって、まず「意志の抽象概念」の「三契機J(V，lll)から
はじめる。この三契機は、『要綱jでは (αH純粋な無規定性 diereine Unbestimmtheitある
いは自我の純粋な自己内反省 diereine Reflexion des Ich in sichJ ( ~5)、(PH区別すること
die Unterscheidung、規定すること dasBestimmenJ ( ~6)、()1) i上記 (a)と (P)の二契
機の統一 dieEinheitJ (~7) の順に展開されている。第五回講義録の極めて簡潔な記述に即し













































8. Vgl. Schnadelbach (2α)()) : S.184. 








まず「直接的なあるいは自然的な意志 der unmittelbare oder naturliche WilleJ (~11) が
取り上げられる。この意志の内容をなすのは「直接的に現存する内容J(ebd.)として現象す
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